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第 35 回福岡県医学検査学会の開催にあたり 

 

一般社団法人福岡県臨床衛生検査技師会 

会長 大久保 文彦 

 

平素より、一般社団法人福岡県臨床衛生検査技師会（福臨技）の活動に対し、多大な

るご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

この度、第 35 回福岡県医学検査学会が、大井慈文北九州地区長の尽力のもと、2026 年

6 月 28 日（日）に小倉記念病院で開催されますことを心より感謝申し上げます。 本学

会では「～精度管理とタスク・シフト／シェア～」をメインテーマに掲げました。教育

講演では、産業医科大学病院 臨床検査・輸血部 部長の山口絢子先生をお招きし、『臨

床検査技師として充実したライフワークを…大学病院の現場から求めること』と題して

ご講演いただきます。また、シンポジウム 1「精度管理について考える」、シンポジウム

2「タスク・シフト／シェアについて考える」に加え、一般演題や企業セミナーなど、

充実したプログラムを企画しております。 

福岡県医学検査学会は、会員の皆様にとって最も身近な学会でありながら、日本医学

検査学会と同様の登録方法やフォーマット（26 文字×18 行×2 段組）を採用しており

ます。発表者の皆様は、多大な時間を費やして当日の準備をされています。そのため、

本学会では発表時間を 7 分、質疑応答を 5 分と設定いたしました。活発な議論が交わさ

れることを期待するとともに、すべての一般演題の中から優秀演題の選考も行います。 

福臨技は全国的に見ても学術活動が盛んな県であり、各分野の専門学会で中心的役割

を担う方も多くいらっしゃいます。一方で、技師会主催の学会においては、演題募集に

苦慮している側面もございます。こうした現状を受け、現在は久留米大学病院の牟田誠

矢技師を中心に、福臨技リーダープロジェクト主催の『はじめての学会発表講座 〜抄

録から発表までを学ぶ実践ゼミ』をシリーズで開催し、若手の育成にも注力しておりま

す。 

さて、2026年度（令和 8 年度）の診療報酬改定では、臨床検査技師の病棟配置による

タスク・シフト／シェアの推進がさらに強化されました。急性期病棟における「看護・

多職種協働加算」の評価向上や、救急外来での迅速な検査実施体制の維持が求められて

います。加えて、感染対策における微生物検査室の役割強化、検体検査管理と医療安全

への対応も不可欠です。また、医療 DX の進展により検査データや診療情報の連携・電

子化が加速する中、検査室が報告する「正確な値」の根拠となる精度管理の重要性は、

これまで以上に高まっています。 

結びに、本学会が会員同士の意見交換や情報共有の場となり、最新の知見を得る貴重

な機会となることを祈念いたしまして、私の挨拶とさせていただきます。 
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ご挨拶 

一般社団法人福岡県臨床衛生検査技師会 

北九州地区長 大井 慈文 

今回、第 35回福岡県医学検査学会を 2025 年 6月 28 日（日）に小倉記念病院にて開催す

る運びとなりました。学会テーマをどうしようかと非常に悩んだのですが、これからの 5 年

後 10 年後を考えたときに『精度管理とタスク・シフト/シェア』となりました。精度管理

は、私たちの仕事のベースとなる部分で普遍的なところになります。対してタスク・シフト

/シェアは私たちのこれからの部分、業務拡大の一手ともなります。 

県学会は、若手や学会発表の経験のまだない方の登竜門とされています。本学会では、一

般演題発表に 22 名の方にエントリーいただきました。日々の業務が忙しい中、本当にあり

がとうございます。活発な討論や先輩技師のあたたかいアドバイスをどうぞよろしくお願

いします。 

本学会では、地区企画として〈教育講演〉を『臨床検査技師として充実したライフワーク

を…大学病院の現場から求めること』と題し、産業医科大学病院 臨床検査・輸血部 部長 

山口 絢子先生にご講演いただきます。臨床医、臨床検査部門の管理者の立場から私たちへ

のメッセージをいただけることと思います。 

〈シンポジウム 1〉精度管理について考える  

精度管理は、臨床検査の根幹をなすものでデータの信頼性を担保するものだと考えます。検

査分野により精度管理の方法・精度管理の取組みの進み方も異なります。このシンポジウム

では、内部精度管理を中心に各分野・施設での取組み、今後について講演していただきます。 

・生化学/免疫検査、微生物検査、生理検査の三分野 

・各分野の精度管理の特徴 

 ・施設での精度管理の方法・取組みの紹介 

 ・外部精度管理について 

 ・今後の精度管理に関する展望 

〈シンポジウム 2〉タスク・シフト/シェアについて考える 

医師の働き方改革の一環として 2021 年 10 月 1 日から法改正に基づき臨床検査技師のタス

ク・シフト/シェアが開始されました。現状を見るとタスク・シフト/シェアを行っている施

設が少ないのが実情です。このシンポジウムでは、以前より取り組んでいる施設・取組みを

開始された施設より講演していただきます。 

    ・手術室、内視鏡室、救急室業務を行っている施設 

    ・各施設での業務開始の経緯 

    ・実際の業務内容の紹介 

・今後について 

若手の技師の皆さんには、ぜひ学会の雰囲気などを感じていただき、今後の検査技師会の

学会・専門学会への参加・発表へと繋げていただきたいと思います。会の最後までご参加い

ただけますと幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。  
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第1会場 第2会場 第3会場 展示会場

会場名（講堂） 会場名（会議室3-1.2） 会場名（会議室4-1.2）
会場名（講堂横・

会議室3-3）

12:30

●第35回福岡県医学検査学会プログラム（タイムスケジュール）

2025年6月28日（日） 小倉記念病院

8:30

9:00

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

9:00-16:00

企業展示

16:00

16:30

17:00

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

11:20-11:40

学会式典

9:45-11:15

シンポジウム-2

タスク・シフト/シェア

について考える

9:45-11:15

シンポジウム-1

精度管理について考える

9:00-9:36

一般演題

12分×3演題

一般・教育

12:10-13:00
ランチョンセミナー 1

13:10-14:10

教育講演

9:00-9:36

一般演題

12分×3演題

微生物・臨床化学

14:20-14:56

一般演題

12分×3演題

血液

9:00-9:36

一般演題

12分×3演題

細胞

12:10-13:00
ランチョンセミナー 2

14:20-15:32

一般演題

12分×6演題

臨床生理①②

14:20-15:08

一般演題

12分×4演題

臨床化学・免疫血清

11:40-11:55

学術奨励基金演題

12:10-13:00
ランチョンセミナー 3

2026年6月28日（日） 小倉記念病院
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小倉駅北口（新幹線口）よりペデストリアンデッキ（歩行者回廊）で直結です。雨の日

も駅からほとんど濡れることなくお越しいただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場案内（小倉記念病院） 
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会場案内（小倉記念病院 1F・4F 案内図） 
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第 35 回 福岡県医学検査学会 概要 

 

会  期：2026 年 6 月 28 日（日） 9：00 ～ 16：00 

 

開催形式：現地開催 

 

開催場所：小倉記念病院 講堂・会議室 

 

第 1 会場：講堂（4F） 

 

第 2 会場：会議室 3-1.2（4F） 

 

第 3 会場：会議室 4-1.2（4F） 

 

展示会場：講堂横・会議室 3-3（4F） 

 

 

 

 

 

 

テーマ 

～精度管理とタスク・シフト/シェア～ 
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学会参加の皆様へ 

 

1. 公共の交通機関のご利用をお願いいたします。お車でお越しの場合は、近隣の有料

駐車場をご利用ください。 

2. 時間外・救急入口よりお入り下さい。院内掲示に従い 4F にお越しください。 

3. 院内、1F ローソン・1F 休憩スペースのご利用はお控えください。 

4. 受付は、6 月 28 日（日）8:30 より 4F 総合受付にて行います。 

5. 受付では会員証を提示してください。参加費納入後ネームプレートに氏名・所属施

設名を記載し、病院内では常に着用してください。 

6. 学会参加費は、会員・賛助会員：1,000 円、非会員：5,000 円、学生：無料です。学

生さんは、学生証の提示をお願いします。 

7. ランチョンセミナーは整理券を配布致します。受付を済ませてからお受取りくださ

い。整理券が無くなり次第配布終了します。先着 240 名分です。 

8. 質疑・討論に際しては、座長（司会者）の許可を得て、所属・氏名をはっきり述べ

て簡潔に発言してください。 

9. 会場内では携帯電話の電源はお切りになるかマナーモードにし、会場の進行の妨げ

や他の参加者の迷惑にならないように注意ください。 

10. 著作権保護のため、会場内での写真撮影や録音等は禁止します。 

11. お食事処・コンビニは、小倉駅北口近辺をご利用下さい。駅まで徒歩 10 分です 
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演者ならびに座長の皆様へ 

 

第 35 回福岡県医学検査学会では、一般演題ファイルを事前受付制とさせていただ

きます。以下、手順を参照下さい。 

1. すべての発表は、プロジェクターによるプレゼンテーションです。 

 

2. 演者の方は、下記リンク、または QR コードより一般演題事前受付フォームへアク

セスしてください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScTTDNxNlWHJNK43n901y3gOnYuzSHe8

yyLukbk1dVf4H0PYA/viewform?usp=dialog 

 

受付登録には Google アカウントが必要になります。Google アカウントをお持ちで

ない方は下記リンク、または QR コードよりアカウントの登録をお願いします。 

https://www.google.com/intl/ja/account/about/ 

 

3. フォームに必要事項を記入、原稿ファイルをアップロードし、フォームを送信下さ

い。（原稿ファイル名は当会誌記載の演題番号と発表者名（例：123 福臨技太郎）

を必ず記載の上、アップロードして下さい。） 

事前受付期日までは原稿ファイルの再アップロードは可能です。 

事前受付期日は、令和 8 年 6 月 21日（日）となります。 

 

4. 学会当日は不測の事態に備え、原稿ファイルの入った USB メモリのご持参をお願い

します。また、当日に原稿ファイルの差し替えが必要な際は、演者受付にて会場係

へお申し付けください。USB メモリは、各自ウイルスチェックを行い、不要なファ

イルは消去した状態でお持ちください。 

 

5. 演者・座長の方は、当該会場に 15 分前までにお越しください。その際、必ず会場

係にお申し付けください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScTTDNxNlWHJNK43n901y3gOnYuzSHe8yyLukbk1dVf4H0PYA/viewform?usp=dialog
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScTTDNxNlWHJNK43n901y3gOnYuzSHe8yyLukbk1dVf4H0PYA/viewform?usp=dialog
https://www.google.com/intl/ja/account/about/
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プレゼンテーション発表要領について 

 

1. 一般演題発表時間は７分以内、質疑応答時間は 5 分以内です。スライド枚数に制限

はございませんが、発表時間は厳守ください。 

 

2. スライド映写に使用するコンピューターの OS は Windows11 Home です。

PowerPoint2024 で動作します。PowerPoint2024 以前のバージョンでしたら読み取

り可能と考えています。また画面の上下辺縁部分（上下長の約 1/20 ずつ）は余白

にしてください。 

 

3. スライドは、スライドサイズワイド画面（16：9）で作成してください。 

 

4. 文字のフォントは、特殊なものではなく、一般的な MS ゴシック、MS 明朝、メイリ

オ等を使用してください。 

 

5. Mac 版 PowerPoint にて作成の場合は、必ず Windows 環境下で文字化けやレイアウ

トズレなどが無く動作することを確認して下さい。 

 

6. 動画資料の使用も可とします。動画ファイルは PowerPoint スライドに貼り付け、

PowerPoint上で再生して下さい。他の PC でも動作することを事前にご確認下さい。 

 

7. 演題上にノートパソコンとマウスを設置します。発表の進行は各自の操作で行って

ください。お預かりした PowerPoint ファイルは、学会終了後にすべて消去致しま

す。 

 

8. 発表時は原則発表者ツールを用いない、ミラーリングで行います。 

 

 

【スライド作成および事前提出方法のお問い合わせ先】 

社会医療法人 製鉄記念八幡病院 

石川 雄太  ishikawa.y@ns.yawata-mhp.or.jp 
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プ ロ グ ラ ム 

 

第 1 会場 講堂（4F） 

 

一般演題 一般・教育 9：00 ～ 9：36 

座長：余門 翼（産業医科大学病院） 

    中園 朱実（産業医科大学病院） 

 

1. 全自動尿分析装置 US-3500 における尿色調について尿定性検査の基準に関する検

討 

江頭 亜沙美（北九州総合病院） 

 

2. 尿沈査における各種溶血試薬の比較検討 

牛島 陸（製鉄記念八幡病院） 

 

3. 採血教育にシミュレーターを導入した効果 

小林 ちひろ（福岡青洲会病院） 

 

 

 

シンポジウム-1 精度管理について考える  9：45 ～ 11：15 

座長：松本 佳隆（福岡徳洲会病院） 

相原 美加（製鉄記念八幡病院） 

 

１-1. 生化学・免疫検査の精度管理 

山内 露子（熊本大学病院） 

 

1-2. 微生物検査の精度管理 〜自動化時代における”理解”の重要性〜 

結城 万紀子（福岡大学病院) 

 

1-3. 生理機能検査の精度管理 

小宮 由美子（小倉記念病院) 
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学会式典 11：20 ～ 11：40 

司会：新田 誠（総務局長）  

ご挨拶 大井 慈文（学会長） 

大久保 文彦（福岡県臨床衛生検査技師会会長） 

    高橋 光彦（次期学会長・筑後地区長） 

 

令和 7 年度 福岡県医学検査学会 一般演題最優秀賞授与式 

【最優秀演題賞】 

心電図シミュレータを用いた 12 誘導心電計の機器精度管理の試み 

~心電図検査における精度維持・向上を目指して~ 

森上 優子 （久留米大学医療センター） 

 

【最優秀症例報告賞】 

心臓悪性リンパ腫の診断、治療経過において経胸壁心エコー図検査が有用であった 1 

例 

古江 由佳（久留米大学病院） 

 

令和 6 年度 福岡県臨床衛生検査技師会 学術奨励基金演題発表 

11：40 ～ 11：55 

 

LC-MS/MS を用いた DOAC 濃度測定と凝固制御因子活性の解析による 

 DOAC 吸着剤の有用性検証 

向窪 七海（九州大学病院） 

 

 

 

教育講演  

13：10～14：10 

座長：大井 慈文（学会長） 

 

⚫ 『臨床検査技師として充実したライフワークを… 

大学病院の現場から求めること』 

山口 絢子（産業医科大学病院 臨床検査・輸血部 部長） 
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一般演題 血液 14：20 ～ 14：56 

座長：諸岡 健司（産業医科大学病院） 

   黒木 晶（産業医科大学病院） 

 

4. APTT3 試薬の比較検討及び試薬変更の経験 

小田 佳加（北九州市立医療センター） 

 

5. UniCel DxH 900 を用いた単球サイズ分布幅（MDW）の有用性に関する検討 

永田 裕理（田川市立病院（株式会社 LSI メディエンス）） 

 

6. APTT 延長の精査過程で凝固因子活性の偽低値に遭遇した１例 

金子 沙知（小倉記念病院） 
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第 2 会場 会議室 3-1.2（4F） 

 

一般演題 微生物・臨床化学 9：00 ～ 9：36 

座長：稲葉 美紀（JCHO九州病院） 

   毛利 新菜（北九州市立八幡病院） 

 

7. 細菌検査の院内化による変化 

服部 祐季（福岡青洲会病院） 

 

8. 血液培養から検出された Salmonella 菌の 1 例 

田河 賢人（福岡赤十字病院） 

 

9. 梅毒治療における TP 抗体価の有用性 

大島 渚沙（飯塚病院） 

 

 

シンポジウム-2 タスク・シフト/シェアについて考える 9：45 ～ 11：15 

座長：浦園 真司（飯塚病院） 

   荒木 猛（北九州市立八幡病院） 

 

2-1. 手術室におけるタスク・シフト/シェアへの取り組み 

石橋 正博（小倉記念病院） 

 

2-2. 当院における内視鏡業務について 

松本 未来（高木病院） 

 

2-3. タスク・シフト／シェア 当院の取り組み 

清本 知子（健和会大手町病院） 
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一般演題 臨床化学・免疫血清 14：20 ～ 15：08 

座長：石垣 卓也（九州大学病院） 

比嘉 幸枝（産業医科大学病院） 

 

10. 日差変動を契機に判明した IgA プロゾーン現象の一例 

村上 颯太（飯塚病院） 

 

11. 試薬区間許容値設定の有効性について 

ランプの不具合発生時における誤報告回避の一例 

鈴木 彩乃（飯塚病院） 

 

12. アシクロビル脳症を疑い LC-MS/MSで血中濃度測定を行なった 1 例 

飯野 雄大（飯塚病院） 

 

13. 尿中クレアチニンが著しい偽低値を示した二症例 

田中 雄大（製鉄記念八幡病院） 
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第 3 会場 会議室 4-1.2（4F） 

 

一般演題 病理細胞 9：00 ～ 9：36 

座長：津留崎 裕太（九州労災病院） 

   大井 慈文（小倉記念病院） 

 

14. 穿刺吸引細胞診で推定し得た耳下腺原発扁平上皮癌の１例 

亀田 花奈（聖マリア病院）  

 

15. 胸腔洗浄液にて中皮腫との鑑別に苦慮した腺癌の１例 

松本 侑真（小倉記念病院） 

 

16. ホルマリン固定条件が核酸品質・蛋白発現へ与える影響 

－ヒト子宮頸部腺癌由来培養細胞株 HeLa での追加検討－ 

浦上 浩之介（純真学園大学 学生） 

 

 

一般演題 臨床生理① 14：20 ～ 14：56 

座長：髙倉 大典（美萩野臨床医学専門学校） 

   松本 諒介（北九州総合病院）  

 

17. SPP 測定装置更新に伴う新旧機器の測定値比較 

正蔵寺 未祐（小倉記念病院） 

 

18. 抗 NMDA 受容体脳炎の脳波変化を経時的に記録し得た１小児例 

岡田 彩花（産業医科大学病院） 

 

19. ホルター心電図で無症候性 ST 上昇を捉えた冠攣縮性狭心症(VSA)の一例 

川上 遥香（小倉記念病院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



17 

 

 

一般演題 臨床生理② 14：56 ～ 15：32 

座長：宗 麻衣（JCOH 九州病院） 

   草野 一樹（JCOH九州病院）  

 

20. 心臓カテーテル検査における当院の取り組みと課題 

右田 佳音（聖マリア病院） 

 

21. 頸動脈超音波検査において血管同定に難渋した 1 症例 

川口 久哉（小倉記念病院） 

 

22. MMG および単純 MRI で指摘されなかったが US により検出し診断に寄与した 

乳癌の 1 症例 

権藤 沙奈（製鉄記念八幡病院）  
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ランチョンセミナー 12：10 ～ 13：00 

 

第 1 会場  

ランチョンセミナー① アボットジャパン合同会社 

演題名：検体検査の品質・精度保証のために私たちができること 

演者：山下 計太（浜松医科大学病院） 

 

第 2 会場  

ランチョンセミナー② 積水メディカル株式会社 

演題名：人ざいとは?～人財育成のマネジメント～ 

演者：佐谷 純一（九州中央病院）  

 

第 3 会場  

ランチョンセミナー③ 富士フィルム和光純薬株式会社 

演題名：医療 DX と AIの浸透～臨床検査技師の新たな役割とは～ 

演者：細川 秀明（富士フイルム和光純薬株式会社） 

 

 

 

 

 

企業展示 9：00 ～ 16：00 

 

展示出展企業一覧             （五十音順） 

 アークレイマーケティング株式会社 

株式会社アステム 

アボットジャパン合同会社 

栄研化学株式会社 

オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社 

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 

積水メディカル株式会社 

東ソー株式会社 

株式会社ミズホメディー 
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抄  録 
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【教育講演】 

 

臨床検査技師として充実したライフワークを…大学病院の現場から求めること 

                    産業医科大学病院 臨床検査・輸血部 部長 

                                   山口 絢子 

 

2009 年順天堂大学大学院である環境医学研究所に在籍していた際、研究補助として一か

ら指導して下さった技師の方がいる。まずは実験を行う場所の掃除、マイクロチューブ類

の整理整頓、ピペット操作、そして得られたデータと格闘すること、こんなに雑ではいけ

ないと違う職種の方から学ぶことは多かった。そして専攻医時代、自分の仕事だけでなく

他の職種の人がどこまで、何をしているか知っておくことは大切だと言われた記憶が今で

も残っており、医療は分業というより全ては繋がっていて、できる範囲のことはお互いに

そっと手を差し伸べるべきだと思う。 

2016 年産業医科大学病院臨床検査・輸血部に配属となり、臨床医と輸血の仕事をメイン

に従事していたが、2024 年から管理者の立場となり、臨床検査・輸血部の信頼を失っては

いけないと考えるようになっていた。臨床検査技師は 44名在籍し、コミュニケーション

能力が高く臨床とのやりとりが上手な人、管理業務より手を動かす方が好きな人、職人並

みの知識がある人と様々だが、大学病院では私を含め個としての総合能力と部門としての

一体感が必要とされていると感じる。技師長の協力もあり、まずは日々の業務の中の些細

なことでも報告という流れから、2025 年度のインシデント報告は時間内 60 件、時間外 26

件となった。注目すべきは時間外の報告で、時間外預かりの冷蔵検体がラックごと冷蔵庫

の奥に移動されていて、日勤帯の技師が気づかなかったことがあった。個々の事例を見て

もベテランと若手、検体系と生理系などその認識ギャップを感じることがある。インシデ

ントレポートや不適合識別報告書は、はじめは業務負担が大きく面倒だと思うだろうが、

認識ギャップを１つずつ埋めていく作業でもあり、少しずつ改善されていると実感できる

ことは心理的安全性に繋がり、積極的かつ前向きなインシデント報告になっていると信じ

て止まない。それとともに時間外トレーニングの重要性を痛感している。 

今や検査がない医療はほぼないと言っても良いだろう。そして医師や看護師だけでなく

患者にとっても、その検査結果は当然のものとして目にしている。だからこそプライドを

持ってその結果を返して欲しいと思う。それには知識、経験、集中力と考える力が必要

で、日々の業務は成長させ、キャリアを形成していく。自信がつけば、カンファレンスへ

の参加や臨床とのやりとりも楽しくなるはずだ。エコー中に「あれ？この所見はおかしい

かも」と気づく第一発見者は技師だ。カリウムの異常高値に真っ先に気づくのも技師だ。

だからこそ臨床検査技師の活躍を広めたいと思っている。 
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【シンポジウム 1-1】

 

 

【シンポジウム 1-2】 
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【シンポジウム 1-3】

 

【シンポジウム 2-1】 
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【シンポジウム 2-2】 

 

 

【シンポジウム 2-3】
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【令和 6 年度 福岡県臨床衛生検査技師会 学術奨励基金演題】 
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【一般演題】 
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【ランチョンセミナー①】 

 

 

 【ランチョンセミナー②】 
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 【ランチョンセミナー③】 
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第 35 回福岡県医学検査学会 実行委員名簿 
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編集後記 

  

 『第 35 回福岡県医学検査学会』は、北九州地区主催での現地開催となります。北九

州での現地開催は、産業医科大学で開催されたのを最後に、コロナ禍へと入ったため、

久しぶりの開催となります。今年度の北九州地区は、健康２１世紀福岡県大会、全国『検

査と健康展』、本学会と北九州主催のイベントが多く、非常にめまぐるしい日々ではあ

りますが、大会長である大井地区長の指示のもと、何とか開催へとこぎつけることがで

きたと考えております。 

 本学会のテーマである「精度管理とタスク・シフト/シェア」は、どちらも臨床検査

技師として働いていくうえで欠かせない課題であると考えます。精度管理については、

私自身も担当の微生物検査業務を行いながら、日々の内部精度管理などに疑問をもつこ

ともあり、他部門、他施設での標準とはどのようなものなのかと考えることが多いです。

今回のシンポジウムでは、生化学・免疫、微生物、生理検査の 3 部門から、それぞれの

分野のスペシャリストからお話いただき、皆様が日常抱えている疑問の解決やお悩みの

共有ができる場になることを期待しております。また、タスク・シフト/シェアは、技

師教育課程にも取り入れられ、今後臨床現場で働く技師にとっては重要な内容として位

置づけられています。こちらのシンポジウムでは、今まさに現場でタスク・シフト/シ

ェア業務を実践されている 3 施設から、実際の業務内容や現場の温度感などをお話しい

ただけるのではないかと考えております。 

 さらに今回、教育講演として、産業医科大学病院 臨床検査・輸血部 部長の山口 絢

子先生をお招きして、臨床医として、また部門管理者としてのお立場から、我々臨床検

査技師に求めることをお話しいただけることとなっております。医師の視点から見た臨

床検査技師の姿や、今後の職務課題などをお示しいただき、今後の業務へと非常に役立

てられる内容になるのではないかと思っております。 

 その他、一般演題 22 演題、ランチョンセミナー3 演題、企業展示 9 社と盛り沢山な

内容となっています。 

この度は、演題のエントリーをして頂いた会員の皆様、協賛頂きました企業の方々の

ご支援とご協力に深く感謝申し上げます。多くの方々にご参加頂き、皆様が充実した学

会になりますよう祈念致します。 

 

製鉄記念八幡病院 石川 雄太 
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